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多目的利用で市民の様々な活動を支える小ホール

高い音響性能と使いやすさを追求した大ホール

■客席数：　1,103席　（1階 682席、2階 421席）

　　 うち　  車椅子席　12席、　多目的室（親子室）　6席

■楽　屋：　大楽屋　2室、　中楽屋　1室、　小楽屋　3室

■客席数：　296席

　　（移動型客席 147席、可動席 58席、固定観覧席 91席）

　　うち　　車椅子席　5席

■楽　屋：　中・大楽屋　1室、　小楽屋　2室

•小ホールは、音響反射板を使用した音楽利用、幕類を使用し

た舞台利用だけでなく、可動式の椅子を収納した平土間利

用も可能で、大ホール舞台サイズでのリハーサル、大スタジ

オ、大ホールの楽屋、展示などに利用できます。

•大ホールは高い音響性能を有するだけでなく、プロの公演に

対応した舞台設備を備え、演劇、バレエ、ミュージカル、和物に

も利用できるホールです。

•大ホールのバックゾーンは、小ホールのバックゾーン、2階の

創造・支援系機能諸室と近接した配置をなっており、それらの

諸室を楽屋として相互利用が可能です。

•バリアフリーにも配慮した昇降機計画（エレベーター・エスカ

レーターを設置）としています。

•特に大ホールホワイエからは、小田原城の眺望が楽しめます。

大ホール施設構成

•東西通路、ギャラリー回廊は、敷地の西側と東側をつ
なぎ、まちの回遊性を向上させます。

•オープンロビー、ホール前広場、にぎわい廊等では
様々なイベントが開催できます。
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圧迫感を軽減する屋根形状

計画敷地
小田原市本町一丁目138番6ほか

国道１号

市道0003
（お堀端通り）

小田原
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•展示ギャラリーではパネル配置や、複数に区切った使用など、

フレキシブルな利用が可能な展示空間です。

•展示ギャラリーは、オープンロビーと一体化、さらにホール前

広場までを一体化した利用が可能です。展示会やパーティ、レ

セプション、ライブビューイングなど、様々なにぎわいを生みだ

す空間となります。

•令和3（2021）年 3月　竣工

•令和3（2021）年 秋      オープン

•ギャラリー回廊（1階、2階）は、大ホールと小ホールをつなぐ、市

民ホールのメイン動線です。

•ギャラリー回廊は、その壁面などを利用した展示スペースとし

て利用できます。

•屋外の東西通路とともに、まちの東西をつなぐ、地域の動線軸

としても機能します。

 まちを活性化する「新しいにぎわい拠点」
　まちの回遊性を生み、市民の創造活動を支え、市民や観光客が
気軽に立ち寄り、楽しめる施設が複合した、人の集まる「新しいに
ぎわい拠点」となります。

•シンプルで、わかりやすく、利用しやすい配置・動線計画
•周囲の景観と調和し、小田原らしい、清 し々く凛とした佇まいを持つ外観
•音響性能を重視し、多様な演目に対応できる機能を持つ大ホール
•フレキシブルに活用でき、プロの要求も満たしつつ、市民自らの手によ
る公演にも配慮した機能を持つ小ホール

•展示ギャラリー内だけでなく、利用形態に合わせて施設内の多様な場
所に展示空間を展開可能

•市民の創造活動を支える創造・支援系機能諸室
•誰もが気軽に立ち寄れる、観光・交流の拠点　「にぎわい廊」（観光交流
センター）

 市民とつくり上げるホール
　市民ホールでは、基本構想、基本計画段階からの専門家や市民からいただいたご意見を基に、丁寧に設計を進めてまいりました。
実施設計では、基本設計をさらに発展させ、市民に長く愛される施設となるよう、機能性が高く、使いやすいプランにまとめました。

小田原市市民ホール 実施設計概要版

建築概要

鳥瞰パース（北西より）

外観パース（お堀端通り側より）

■計画地　　小田原市本町一丁目138番６ほか　　　
■敷地面積　9,820.25㎡　
■延床面積　8,857.1㎡
　 　　　ホール部：   8,414.2 ㎡
　 　　　にぎわい廊： 442.9 ㎡
■階数　　　地下 １階　地上 ４階
■構造　　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　
■建築高さ　30.0ｍ　
■駐車場　　36台　(うち身障者用　３台）
■駐輪場　　26台

■施設構成
 　・ 大ホール、大ホール機能系諸室
 　・ 小ホール、小ホール機能系諸室
 　・ 展示系機能諸室：　ギャラリー・ギャラリー準備室 
 　・ 創造系・支援系機能諸室：　中スタジオ・小スタジオ
　　（1・2・3）・創造スタッフ室 
 　・交流系機能諸室：　オープンロビー、情報コーナー、
　   休憩スペース（カフェ） 
 　・管理系機能諸室：　管理事務室、スタッフルーム、多目的室、
　 舞台スタッフ室等

展示ギャラリー・オープンロビー

ギャラリー回廊

整備スケジュール

鹿島建設・環境デザイン研究所共同企業体
設計・監理： 株式会社環境デザイン研究所
施　　  工： 鹿島建設株式会社

発　　  行： 小田原市文化部文化政策課
　　　　　 神奈川県小田原市荻窪300番地
　　　　　 0465-33-1702
詳 し く は　WEB 「暮らし」→「文化/生涯学習」→「市民ホール」
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